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年

頭

の
あ

神
石
高
原
町
長
　
■
八
汀
性

ヽ
」
つ

L

ヽ
L

セ

=豊r
当面墨
力,ロ

貝」

■」
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
清
々
し
い
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
よ
り
、
本
町
の
緑
化
推
進
に

対
し
ま
し
て
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
本
町
は
、
広
島
県
の
東
部
に
位
置

し
、
標
高
４
０
０

ｍ
か
ら
８
０
０

ｍ
の
高
原

地
帯
で
、
起
伏
の
穏
や
か
な
高
原
を
形
成
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
を
流
れ
る
成
羽
川

や
帝
釈
川
な
ど
大
半
は
、
岡
山
県
へ
流
下
し
、

瀬
戸
内
海
へ
注
で
高
梁
川
水
系
に
属
し
て
お

り
、
西
部
河
川
の

一
部
が
江
の
川
水
系
、
南

部
河
川
の

一
部
が
芦
田
川
水
系
に
属
し
、
非

常
に
重
要
な
水
源
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
の
総
面
積
は
３
８
１

・
９８
師
、
そ
の

う
ち
森
林
面
積
は
３
０
６

・
４２
師
で
、
総
面

積
の
約
８０
％
を
占
め
て
お
り
、
人
工
林
面
積

は
、
森
林
面
積
の
８８
％
で
あ
る
２
６
９

・
５１

師
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
町
の
森
林
は
、
北
部
地
域
に
多

く
分
布
す
る
人
工
林
と
南
部
地
域
に
多
い
天

然
性
ア
カ
マ
ツ
林
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す

が
、
人
工
林
に
つ
き
ま
し
て
は
、
所
有
形
態

が
小
規
模
零
細
で
あ
り
、
林
業
採
算
性
の
悪

化
、
過
疎

・
高
齢
化
の
進
行
な
ど
に
よ
る
森

林
所
有
者
の
林
業
経
営
意
欲
の
低
下
や
不
在

村
化
か
ら
、
間
伐
等
手
入
れ
不
足
の
森
林
が

急
激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
森
林
の
持
つ
水
源
か
ん
養
や
土
砂

災
害
の
防
止
な
ど
、
行
政
に
は
適
切
な
森
林

の
管
理
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
平
成
１９
年
度
よ

り
導
入
さ
れ
ま
し
た

「ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く

り
県
民
税
」
を
活
用
し
、
環
境
貢
献
林
整
備

で
の
間
伐
や
里
山
林
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
森
林

・
林
業
体
験
活
動
支
援
事
業
等
の

取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
令
和
元
年
度
よ
り
交
付
を
受

け
て
い
ま
す

「森
林
環
境
譲
与
税
」
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
更
な
る
森
林
整
備
の
推

進
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
昨
年
６
月
に
は
、
多
く
の
関
係
者

の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
ひ
ろ
し
ま

「山

の
日
」
県
民
の
集
い
が
、
「
神
石
高
原
テ
イ

ア
ガ
ル
テ
ン
」
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
体
験
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
セ
ラ

ピ
ー
□
―
ド
の
森
林
整
備
や
木
工

・
箸
づ
く

り
体
験
、
ド
ロ
ー
ン
体
験
等
を
、
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
や
活
動
展
示
と
し
て
、
チ

ェ
ン

ソ
ー
ア
ー
ト
実
演
、
み
ど
り
の
少
年
団
活

動
展
示
や
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業
展

示
、
森
林
ハ
ー
ベ
ス
タ
重
機
展
示
等
が
行
わ

れ
、
町
内
外
か
ら
ご
来
町
い
た
だ
き
ま
し
た

多
く
の
皆
様
か
ら
大
変
好
評
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
関
係
団
体
や
住
民
の

皆
様
と
連
携
し
、
森
林
を
守
り
育
て
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

終
わ
り
に
意
り
ま
す
が
、
令
和
５
年
度
が

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
き

一
年
に
な
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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令
和
４
年
度

『緑
の
募
金
』

令
和
４
年
度
に
公
益
社
団
法
人
広
島
県
み
ど

り
推
進
機
構
へ
、
高
額
の
ご
寄
付
を
し
て
い
た

だ
い
た
企
業
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『友
建
ホ
ー
ム
欄
』

友
建
ホ
ー
ム
欄
は
、
広
島
信
用
金
庫
保
証
付

私
募
債
、
い
わ
ゆ
る

「Ｓ
Ｄ
Ｃ

Ｓ
私
募
債
」
を
発

行
さ
れ
、
広
島
信
用
金
庫
が
受
託
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
私
募
債
は
、
社
債
を
受
託
す

る
広
島
信
用
金
庫
の
手
数
料
の

一
部
を
活
用
し

て
、
発
行
さ
れ
た
企
業
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
資
す
る

団
体
等

へ
寄
付
し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

に
取
り
組
ま
れ
る
も
の
で
す
。

緑
の
募
金
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

Ｓ
の
達
成
に
貢
献
す

る
募
金
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
機
構
に
寄
付
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『広
島
県
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
連
盟
』

平
成
元
年
か
ら
平
成
９
年
ま
で

「
緑
と
水
の

森
林
フ
ア
ン
ド
」
を
積
み
立
て
る
た
め
、
ゴ
ル

フ
ァ
ー
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
も

一
人

・
一
プ
レ
ー
で
ゴ
ル
フ
ア
ー

募
金
を
続
け
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
毎
年
継
続

し
て
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

１９
年
目
と
な
る
今
年
も
本
機
構
に
寄
付
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『欄
フ
ジ

・
リ
テ
イ
リ
ン
グ
』
松
山
市

『欄
イ
ズ
ミ
』
広
島
市

『
マ
ッ
ク
ス
バ
リ

ュ
西
日
本
欄
』
広
島
市

欄
フ
ジ

・
リ
テ
イ
リ
ン
グ
、
欄
イ
ズ
ミ
及

び
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
西
日
本
欄
は
、
広
島
県
が

平
成
２１
年
か
ら
地
球
温
暖
化
防
止
を
目
的
に
実

公
益
社
団
法
人

広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構

(右)友建ホーム 井戸道彦社長

(左)機構 佐伯安史副理事長

(右)マックスバリュ西日本 柳川勝律執行役員

(左)機構 大漬清副理事長

施
し
て
い
る

「
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
」
に
積
極
的

に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
中
に
販
売
し
た
有
料
レ
ジ
袋
収
益

金
の

一
部
を
、
環
境
緑
化
の
推
進
な
ど
に
役
立

て
い
た
だ
き
た
い
と
、
△
フ
年
も
本
機
構
に
寄
付

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『Ｍ
Ｈ
Ｉ
パ
ワ
ー
エ
ン
ジ

エ
ア
リ
ン
グ
閉
』

Ｍ
Ｈ
Ｉ
パ
ワ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
帥
は
、

社
内
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
な
ど
に
よ
り
、
環
境

活
動
や
社
会
貢
献
活
動
に
積
極
的
に
取
組
ん
で

お
ら
れ
、
蓄
積
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
か
ら
広
島

・

呉
地
区
の
活
動
と
し
て
、
〈フ
年
も
本
機
構
に
寄

付
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『ジ

ュ
ン
セ
イ
仰
』

ジ
ュ
ン
セ
イ
欄
は
、
呉
市
郷
原
町
で
印
刷
業

を
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
仕
事
柄
多
量
の
紙
を
消

費
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢

献
し
た
い
と
の
思
い
で
、
〈フ
年
も
、
紙
の
材
料

で
あ
る
樹
木
と
森
林
を
育
成
す
る
た
め
の
事
業

を
実
施

。
支
援
し
て
い
る
本
機
構
に
寄
付
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『ア
シ
ー
ド
欄
』

ア
シ
ー
ド
開
は
、
緑
の
募
金
付
き
の
自
販
機

を
設
置
し
、
「緑
の
募
金
」
へ
寄
付
す
る
環
境

保
全
活
動
を
進
め
て
お
ら
れ
、
今
年
、
本
機
構

に
寄
付
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『広
島
中
央
農
業
協
同
組
合
』

Ｊ
Ａ
広
島
中
央
は
、
「食
農
・地
域
の
応
援
隊
」

定
額
貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
さ
れ
、
そ
の

一
環
と
し
て
、
地
域
を
応
援
す
る
た
め
地
域
の

団
体
へ
寄
付
を
さ
れ
て
お
り
、
〈
フ
年
、
本
機
構

に
寄
付
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
他

『□
―
タ
ス
広
島
欄
』

「Ｎ
丁
丁
西
日
本
広
島
支
店
グ
ル
ー
プ
』

か
ら
も
、
本
機
構
に
寄
付
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昨
年
に
続
き
、
△フ年
も

『枷
広
島
東
洋
カ
ー
プ
』

『欄
サ
ン
フ
レ
ツ
チ
エ
広
島
』

か
ら
、
ロ
ゴ
や
ペ
ツ
ト
マ
ー
ク
の
無
償
使
用

に
つ
い
て
協
力
し
て
頂
き
、
コ
ラ
ボ
し
た
募

金
資
材
を
製
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た

、

一面

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
」

は
、
振
込
手
数
料
免
除
□
座
の
開
設
に
ご
協

力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
は
多
く
の
皆
様
方
に

「緑
の
募
金
」
に
ご

協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
、
昨
年
と
同
様
に

「緑
の
募
金
」
を
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 まOb

UI嘲
L

J
― VLD
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みどりづくり活動支援事業

タ
臓腰期目困憂圧棗巌口徊団

楽 しい時間をみんなで手づくりしよう !

とき 2022年 10月 2日0午前10時より午後3時まで

ところ 広島県立もみのき森林公園 (廿日市市吉和)

総勧嗜 約2000人 主催 森のフェスティバル実行委員会

協力 広島ライオンズクラブ

中国山地の優れた自然環境や文化に触れることを通じて、特に子どもたちに、森林に親しみ、自然との調和の大切さについての
認識を深めてもらうとともに企業関係の社会貢献活動のフィールドとして森のフェスティバルを開催した。

|||

▲ 子供たちでの丸大切りや薪割り体験 ▲ 伐採後 ▲ 伐採前

-G4<r:D-\+.E-S
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画
１

■
１

１

日

ヨヨ

植
樹
活
動
は
、
昨
年
は
不
参
加
の
団
体
も

参
加
さ
れ
て
の
植
樹
活
動
と
な

っ
た
。

６０
名

の
参
加
者
に
よ
り
、
イ

ロ
ハ
モ
ミ
ジ
ー０
本

（
３

ｍ
）
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
５
本

（
２

・
５
２ｍ
）

を
植
樹
し
た
。

「森
の
保
全
活
動
体
験
」
で
は
、
参
加
者
総

勢
２０
名
で
、
も
み
の
き
森
林
公
園
の
特
徴
で

あ
る
大
径
本
の
モ
ミ
ノ
キ
の
周
辺
の
低
本
類

の
除
伐
な
ど
や
公
園
の
景
観
を
守
る
た
め
の

松
の
本
の
伐
倒
作
業
を
実
施
し
た
。
モ
ミ
ノ

キ
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、
カ
ナ
グ
キ
の
本
を
残

し
、
そ
れ
以
外
の
低
本
類
は
、
伐
倒
し
枝
を

払
い
、
玉
切
り
に
し
て
集
積
し
た
。
密
集
地

に
は
、
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
、
ア
ケ
ビ
な
ど
の

ツ
ル
類
が
絡
み
合

っ
て
お
り
、
本
々
の
整
理

に
大
変
苦
労
を
し
た
様
子
で
あ

っ
た
。

松
の
伐
倒
作
業
で
は
、

１５
年
生
か
ら
３０
年

生
で
、
胸
高
直
径
は
１５
ｃｍ
～
３０
ｃｍ
、
樹
高
は

１０

ｍ
か
ら
１８

ｍ
で
あ
り
、
伐
採
本
数
は
１２
本

で
あ
る
が
、
幹
か
ら
分
か
れ
て
い
る
松
も
あ

り
、
実
際
に
は
１８
本
の
伐
採
で
あ

っ
た
。
ま

た
、
ツ
タ
ウ
ル
シ
が
巻
き
付
い
て
い
る
松
も

あ
り
、
か
ぶ
れ

に
気
を
付
け
な

が
ら
の
作
業
に

な

っ
た
。
（
伐

倒
作
業
は
２
日

間
実
施
）

作
業
は
２
時

間
程
で
終
了
し

た
が
、
皆
充
実

し
た
時
間
と
気

持
ち
い
い
汗
を

流
し
た
。
森
林

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

ス
タ
ッ
フ
で
の

作

業

の
た

め
、

手
際
よ
く
作
業

が
で
き
た
よ
う

僣

に
感
じ
た
。

親
子
の
参
加

者
２５
名
の
参
加

者
で
杉
丸
太
の

丸
太
切
り
、
薪

割
り
体
験
、
羽

釜
で
の
ご
飯
炊

楽
し
む
こ
と
が

で
き
た
。
薪
割

り
体
験
が
一番
人

気
と
感
じ
た
。

お
子
様
名
１９
名
が
自
然

（
樹
木
、
昆
虫
、

草
花
な
ど
）
に
触
れ
あ
え
る
場
を
提
供
し
た
。

ス
ベ
ー
ス
内
に
、
カ
ブ
ト
ム
シ
、
ク
ワ
ガ
タ
、

テ
ン
ト
ウ
ム
シ
、
森
の
妖
精
な
ど
の
フ
イ
ギ

ア
を
隠
し
、
宝
探
じ
風
に
見
つ
け
出
し
て
も

ら

っ
た
。
森
の
中
で
生
活
す
る
動
物
や
毘
虫

に
つ
い
て
、
関
心
を
深
め
な
が
ら
、
自
然
の

豊
か
さ
と
大
切
さ
を
感
じ
て
も
ら

っ
た
。

◆
や
っ
て
み
よ
う
森
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◆
木
エ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

◆
森
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

▲ 羽釜でのご飯炊き

4

「

１０
月
２
日
、
日
曜
日

Ａ
Ｍ
ｌＯ

¨
００

こ
の

日
晴

天
に
恵
ま
れ
絶

好

の
イ
ベ

ン
ト
日
和

と
な

っ
た
が

コ
ロ
ナ

禍

の
影
響
と
感
染
防

止
の
た
め
、
開
会
式
は

実
施
せ
ず
各
プ

ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
た
。

♭
ミミ夏

げ
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◆
ポ
ニ
ー
と
遊
ぼ
う

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
並
日
段
は
あ
ま
り
見

か
け
な
い
ポ

ニ
ー
に
触
れ
て
の
乗
馬
体
験
が

で
き
る
た
め
か
、
小
学
生
を
中
心
に
９２
名
の

親
子
参
加
が
あ
り
、
ポ

ニ
ー
の
花
子
ち
ゃ
ん

は
、
大
活
躍

で
し
た
。
秋

の
澄
み
切

っ
た

青
空

の
下
、
芝
生

の
上
を
ゆ

っ
く
り
歩
く

花
子
ち

ゃ
ん
の
背
中
は
、
硬
く
て
頑
丈
そ

う
で
も
あ
り
、
優
し
く
包
み
込
ん
で
く
れ

て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
、
ポ

ッ
カ
ポ

ッ
カ

と
楽
し
い
ひ
と
時
を
演
出
し
て
く
れ
た
。
記

念
撮
影
に
も
明
る
い
笑
顔
で
対
応
し
て
く
れ

た
よ
。

最
後
に
、
コ
ロ
ナ
禍
が
終
患
し
大
勢
の
方

で
ま
た
森
の
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
が
開
催
で
き

る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

『
つ
な
が
る
募
金
』
か
ら

「
緑
の
募
金
」

こ
の
度
、
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構
は
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
閉
が
提
供
す
る

『つ
な
が
る

募
金
』
の
環
境
保
全
部
門
の
登
録
団
体
と
な

り
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
ス
マ
ホ
や
Ｐ
Ｃ
か
ら

簡
単
に
寄
付
が
で
き
る

『
つ
な
が
る
募
金
』

の
利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

携
帯
電
話
の
利
用
料
金
の
支
払
い
と

一
緒

に
継
続
的
な
寄
付
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ス
マ
ホ
を
ご
利
用
の
方
限
定

で
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ポ
イ
ン
ト
で
の
寄
付
も
可

能
で
す
。
ま
た
ク
レ
ジ
ツ
ト
カ
ー
ド
か
ら
の

寄
付
や
、
毎
月
、

一
定
額
を
寄
付
す
る
こ
と

も
可
能
と
な
り
ま
す
。

詳
細
は
、
当
機
構
Ｈ
Ｐ
の

「募
金
す
る
」

サ
イ
ト
や

『
つ
な
が
る
募
金
』
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

皆
様
の
募
金
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

■■■■■■

壼)12つな刀`
・
る募金

イベント掲示板 (1月～3月 )

行  事  名

広島県緑化センター

なめこ植菌教室

フクジュソウを育てよう

ジャンボ椎茸植菌教室

針葉樹の見分け方

早春のバー ドウォッチング

コケの観察会

3月 の自然探勝

早春の自然探勝

モーモーアー トクレイ作品展

第 6回ひろしま遊学の森
「四季の移ろい」写真コンテスト展

緑化ポスター原画コンクール入賞作品展

1月 22日 (日 )

1月 29日 (日 )

2月 22日 (水 )、 25日 (土 )

3月 1日 (水 )

3月 4日 (土 )

3月 8日 (水 )

3月 17日 (金 )

3月 28日 (火 )

12/10(土 )～2/21(火 )

12/20(火 )～1/22(日 )

2/1(水 )～2/28(火 )

TEL 082‐ 899‐2811    広島市東区福田町 https://ryokka‐ c.jp/

内    容

家庭栽培の講義の後、植菌の実習

フクジユソウの講義後、植付け、持ち帰
り有り

家庭栽培の講義後、植菌の実習

室内にて、実物の枝葉を用いて、特徴や
見分け方を学習 ※ルーペ持参

散策路を歩きながら、野鳥を観察
※双眼鏡持参

室内で基本を学び、屋外にてコケ植物を
観察 ※ルーペ持参

散策路を歩きながら、植物を観察
※荒天中止

散策路を歩きながら、植物を観察
※荒天中止

樹脂粘土を使用した作品展示、
会場 :レ スト八ウス

「四季の移ろい」写真コンテス ト応募作
品展示、会場 :レス ト八ウス

緑化ポスター原画コンクール入賞作品展示

材料費 700円

材料費 1200円

材料費 800円

無 料

無 料

無 料

無 料

無 料

無 料

無 料

無 料

要予約
先着 30組

要予約
先着 15名

要予約
先着 30組

自由参加

自由参加

自由参力0

自由参加

自由参加

5

実  施  日 料  金 申込 (期限)

※新型コロナウイルス感染防止のため、イベント、研修会等を中止や延期する場合がありますので、ホームページやSNS等で最新の情報をこ確認ください。
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令
和
４
年
１０
月

・
祀
月
　
庄
原
市
の
３
保
育
所
、
安
芸
高
田
市
の
１
保
育
所

「
森
の
教
室
」
は
、
次
世
代
を
担
う
子
供

た
ち
に
、
古
来
よ
り
私
た
ち
日
本
人
が
森
林

と
深
く
関
わ
り
生
活
し
て
き
た
こ
と
や
、
森

林
が
持
つ
様
々
む
役
割
や
大
切
さ
を
伝
え

・

教
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
全
国
を
巡
回
し
て

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
１０
月
と
１２
月
に
、
広
島
県
で
は
２
回

目
と
な
る

「森
の
教
室
」
が
、株
式
会
社
フ
ア

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
の
特
別
協
力
、
庄
原
市

・
安

芸
高
田
市
の
協
力
を
得
て
、
国
土
緑
化
推
進

機
構
と
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構
の
主
催
に

よ
り
、
庄
原
市
と
安
芸
高
田
市
の
４
箇
所
の

保
育
所
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

撥

◆
１０
月
１９
日
～
２０
日

庄
原
市

〔小
奴
可
こ
ど
も
園

。
西
城
保
育

所

。
高
野
保
育
所
〕

約
７０
名
の
園
児
が
参
加
し
ま
し
た
。

◆
１２
月
７
日

安
芸
高
田
市

〔み
ど
り
の
森
保
育
所
〕

約
２５
名
の
園
児
が
参
加
し
ま
し
た
。

森のお姉さんとの楽 しいおしゃべり

●   o

Чノ
ロ・

◆
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
森
の
楽
し
さ
を
伝
え
、
学
ぶ

「森
づ
く
り

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
∃
―
」

②

「ど
ん
で
り
く
ん
」
と

「
ふ
ぁ
み
た
ん
」

と
踊
る

「森
の
ダ
ン
ス
」

③
園
児
と
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
で
行
う

「ど
ん
で

り
蒔
き
」

「森
の
教
室
」
は
、
保
育
所

。
幼
稚
園
等

か
ら
の
要
望
が
あ
れ
は
広
島
県
内

（日
本
国

中
）
ど
こ
で
も
参
り
ま
す
。

要
望
は
、
最
寄
り
の
市
役
所

・
町
役
場
ま

た
は
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

『

どんぐりくん、ふぁみたんと学ぶ森の役割

皆で踊る森のダンスどんぐりのお勉強

どんぐり蒔 き森の宣言

6

『
森
の
教
室
』
を
開
個
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み
ど
り
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
報
告

タ

ー
Ｊ

・ＩＨ

林

Ｓ
Ｕ
Ｎ
夕
環
境
保
全
活
動

活
動
内
容
は
、
午
前
中
に

「豊
か
な
森
を

維
持
す
る
」
た
め
に
は
森
林
フ
ィ
ー
ル
ド
下

刈
り
を
ど
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
や
ノ
コ
ギ
リ

の
安
全
な
使
い
方
を
学
習
し
た
の
ち
、
広
い

森
の
中
を
手
分
け
し
て
、
下
刈
り
の
実
作
業

を
参
加
親
子
で
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
ス
タ
ツ
フ
が
高
さ
２０
メ
ー
ト

ル
近
い
立
ち
枯
れ
し
た
樹
木
を
安
全
に
伐

倒
す
る
実
演
の
中
で
最
終
的
に
子
供
た
ち
が

□
―
プ
を
引
っ
張
っ
て
倒
す
こ
と
で
で
き
た
こ

と
は
、
非
常
に
良
い
経
験
に
な
っ
た
の
で
は

と
思
っ
て
い
ま
す
。

昼
食
の
後
、
森
の
恵
み

。
協
調
作
業
の
大

切
さ
を
実
感
す
る
た
め
、
間
伐
し
た
丸
太
や

小
枝
な
ど
を
利
用
し
た
工
作
作
品
を
作
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
発
想
豊
か
な
子
供
た
ち
の

手
で
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
や
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
の

毘
虫
か
ら
、
ツ
リ
ー
ハ
ゥ
ス
や
ア
ニ
メ
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
ま
で
多
彩
な
作
品
が
出
来
上
が

り
、
夏
休
み
の
宿
題
の
工
作
と
し
て
よ
い
も

の
が
で
き
た
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【今
後
の
活
動
に
つ
い
て
】

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
い
た
だ
い
た
親

子
か
ら
は
、

「コ
ロ
ナ
禍
で
あ
ま
り
外
出
で
き
な
い
中
、
自

然
に
触
れ
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
親
子
で
森
づ
く
り
に
関
わ
り
、
自
然
を
守

り
た
い
気
持
ち
が
芽
生
え
た
」

「
間
伐
本
の
引
き
倒
し
を
体
験
し
て
自
然
の

雄
大
さ
を
感
じ
た
」

な
ど
行
事
を
計
画
し
た
我
々
と
し
て
は
今
後

の
活
動
の
励
み
に
な
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
こ

れ
か

ら
も

こ
の

よ
う
に
非

日
常

の
環

境

で
、
親

子
が
声

を
掛

け

合

い
共

同
作
業

す

る
な

ど
、
自

然
と
触

れ
合
え

る
活
動
を
継
続

し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

●

●

【森
林
体
験
活
動
の
始
ま
り
】

オ
イ
ス
カ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
い
う
国

際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
約
６０
年
前

（
１
９
６
１

年
）
に
創
立
し
、
１
９
９
８
年
４
月
に
公

益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ
の
広
島
県
支
部
が
設

置
さ
れ
、
広
島
県
内
の
森
林
の
整
備

。
保
全

活
動
を
通
し
て
、
森
林
と
人
間
の
生
活
が
密

接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
ま
た
森

に
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
地
域
の
森
林
づ
く
り
や

森
林
に
す
む
生
物
と
人
間
の
共
存
に
つ
い
て

意
識
を
高
め
る
な
ど
活
動
を
始
め
、
森
を
守

る
活
動
な
ど
を
通
じ
て
感
受
性
豊
か
な
子
供

た
ち
の
育
成
に
も
少
な
か
ら
ず
寄
与
す
べ
く

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

【２
０
２
２
年
の
活
動
概
要
】

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
直
近
の
２
年
間
は
活

動
を
休
止
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト

開
催
の
制
限
も
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
も

み
の
き
森
林
公
園
内
の
オ
イ
ス
カ
の
森
エ
リ

ア
で
自
然
に
触
れ
合
う
活
動
を
再
開
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

感
染
予
防
策
は
じ
っ
か
り
行
う
よ
う
に
は

考
え
て
い
ま
し
た
が
、
参
加
者
が
集
ま
る
の

か
ど
う
か
不
安
な
中
で
今
ま
で
と
同
様
に
親

子
で
の
参
加
応
募
が
あ
り
、
〈
フ
回
で
２３
回
目

活
動
を
、
去
る
７
月
３０
日

（土
）
に
ス
タ
ツ

フ
を
含
め
約
７０
名
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ
広
島
県
支
部
　
事
務
局
長
　
士
心
ル
、
円
円
　

出
子

■
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卵
満
り回
国
自
冒
個

公
益
社
団
法
人
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構

は
、
令
和
４
年
１２
月
に
理
事
会
を
書
面
で
開

催
し
ま
し
た
。

【議
案
】

１
　
副
理
事
長
の
選
出
に
つ
い
て

２

〈「
和
５
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

の
決
定
に
つ
い
て

３
　
市
町
会
費
の
見
直
し
に
つ
い
て

【報
告
事
項
】

代
表
理
事
等
の
職
務
の
執
行
状
況
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点

か
ら
、
対
面
か
ら
書
面
に
よ
る
決
議
に
よ
る

方
法
に
変
更
し
て
開
催
し
、
全
提
出
議
案
に

つ
い
て
原
案
ど
お
り
承
認

・
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

令和5年度
緑
の
募
金
を
原
資
と
し
た
公
募
事
業
を
、

今
年
も
、
次
の
内
容
で
実
施
し
ま
す
。

森
林
整
備

・
環
境
緑
化

・本
材
利
用
拡
大

・

普
及
啓
発
に
関
す
る
事
業
の
実
施
を
希
望
さ

れ
る
地
域
の
団
体

・
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
グ
ル
ー

プ
の
皆
様
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構
の
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
募
集
要
領
の

一
部
を
改
正
し
て
い
ま

す
の
で
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

田

募
集
対
象
事
業

①
森
林
整
備
事
業

②
環
境
緑
化
事
業

③
木
材
利
用
拡
大
事
業

Ｏ
普
及
啓
発
事
業

口

募
集
期
間

令
和
５
年
２
月
１
日
か
ら
３
月
３１
日
ま
で

団

助
威
金
の
限
度
額

１
事
業
に
つ
き
最
大
２０
万
円

な
お
植
樹
活
動
が
主
体
の
事
業
は
、
苗
木

等
の
材
料
費
を
最
大
１０
万
円
ま
で
拡
大

□

事
業
採
択

令
和
５
年
５
月
下
旬
の
予
定

日

間
合
せ
先

公
益
社
団
法
人
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構

（ｈ
０
８
２
・５
１
３
・４
８
４
０
）

広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構
で
は
、
賛
助
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
趣
旨
に
賛
同
さ
れ

る
皆
様
は
、
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

田

賛
助
会
員
の
要
件

機
構
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
個
人
、
団
体
、

企
業

２

年
会
費

個
　
人
　
１
□
　
　
２
、
０
０
０
円

団
体
等
　
１
□
　
１
０
、
０
０
０
円

何
□
で
も
可

□

特
典

●
年
４
回
の
会
報

「ひ
ろ
し
ま
の
緑
」
に

よ
る
み
ど
り
づ
く
り
の
情
報
提
供

●
み
ど
り
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
案
内

会
費
は
、
募
金
と
同
様
に
所
得
税
の
寄
付

金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

□

振
込
先

●
広
島
銀
行
　
県
庁
支
店

普
通
　
１
０
０
２
２
０
１

●
郵
便
振
替
□
座

０

１

３

４

０

１

２

１

２

８

８

１

７

※
□
座
名
義
は
い
ず
れ
も

公
益
社
団
法
人
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構

日

入
会
、
間
含
せ
先

公
益
社
団
法
人
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構

（ｈ
０
８
２
・５
１
３
・４
８
４
０
）

〒730‐8511広島市中区基町 10-52県庁森林保全課内 丁EL082-513-4840
E― mail info@green_hiroshima.or.ip

ホームベージ httpsi//www.green_hlroshlma.or.jp

支 部 事 務 局
市 広島市役所農林整備課

市 呉市役所農林水産課

市 竹 原 市 役 所 建 設 課

市 三原市役所農林水産課

市 尾道市役所農林水産課

市 福山市役所農林水産課

市 府 中 市 役 所 晨 林 課

市 三 次 市役 所 農 政 課

市 庄原市役所林業振興課

市 大竹市役所産業振興課

市 東広島市役所農林水産課

市 廿日市市役所農林水産課

安芸高田市役所農林水産課

江田島市役所農林水産課

府 中 町 役 場 環 境 課

海田町役場都市整備課

熊野町役場農林緑地課

坂町役場産業建設課

安芸太田町役場産業観光課

北広島町役場震林課

大崎上島町役場建設課

世羅町役場産業振興課

神石高原町役場産業課

安芸高田市

江 田 島 市

町

町

町

町

安芸太田町

北 広 島 町

大崎上島町

世 羅 町

神石高原町

中

田

野

府

海

熊

坂

広

呉

竹

三

尾

福

府

三

庄

大

東

島

　

原

原

道

山

中

次

原

竹

鴎

廿 日市

令
和
４
年
度
公
益
社
団
法
人
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構

入

賞

者

が

決

定

翼
“卿
（「目
の
嘉
劉

公益社団法人広島県みどり推進機構

幽闘
募
Ｊ

の
一願
一

緑
ボ
一

募金は次の□座でお受けしています。

●広島銀行県庁支店

普通 1002210
●郵便振替口座

01340日 2口 28817
□座名義はいずれも

公益社団法人広島県みどり推進機構
ひろしまの緑 95号 (令和5年 1月 4日発行)発行 公益社団法人広島県みどり推進機構

8

広
島
県
の
受
賞
者

【入
選
】
国
土
緑
化
推
進
機
構
理
事
長
賞

小
学
校
の
部

加
藤
　
未
衣
　
広
島
市
立
五
日
市
中
央
小
学
校
４
年

三
好
　
舞
花
　
広
島
市
立
古
市
小
学
校
６
年

中
学
校
の
部

村
上
璃
愛
良
　
広
島
市
立
城
山
中
学
校
２
年

応
噂
鶴

‐間
‐・．
曖
調

‐１
‐日
ヽ

‐３
調

‐３１
咽
壊
で
ヽ


